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町田・県央版

　
「
長
寿
国
」
の
日
本
に
お
い

て
、
長
生
き
イ
コ
ー
ル
歳
を
重

ね
る
こ
と
（
加
齢
）
で
す
。
そ

の
加
齢
は
動
脈
硬
化
を
招
き
や

す
く
、
心
臓
疾
患
で
あ
る
「
大

動
脈
弁
狭
窄
症
」
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

加
齢
で
扉
が
「
錆
び
つ
く
」

　

心
臓
に
あ
る
『
弁
』
に
障
害

が
起
き
、
本
来
の
役
割
を
果
た

し
て
い
な
い
状
態
を「
弁
膜
症
」

と
言
い
ま
す
。
弁
膜
症
の
中
で

も
、
高
齢
化
に
伴
い
発
症
リ
ス

　
「
私
は
、
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
で
『
ド
イ
ツ
心
臓
血
管

外
科
専
門
医
』
と
し
て
臨
床
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
に
加
え
、
ド
イ
ツ
留
学
前
の

榊
原
記
念
病
院
で
の
手
術
執
刀

数
を
合
わ
せ
、
手
術
術
者
と
し

て
の
多
く
の
臨
床
経
験
を
活
か

す
べ
く
、
大
和
成
和
病
院
に
昨

年
７
月
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
心
臓
弁
膜
症
の
治
療

法
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

心
臓
弁
膜
症
の
中
で
、『
大

動
脈
弁
狭
窄
症
』
は
軽
度
・
中

等
度
で
あ
っ
て
も
、
徐
々
に
進

行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
根
本
治
療
に
は
手
術

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
体
へ
の
負
担
を

考
え
、
手
術
に
な
か
な
か
踏
み

切
れ
な
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
患

者
様
、
と
く
に
高
齢
の
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

従
来
の
大
動
脈
弁
の
手
術

は
、『
人
工
心
肺
』
と
い
う
装

置
を
使
い
、
心
臓
を
止
め
て
胸

を
大
き
く
切
開
し
、
新
し
い
人

工
弁
を
縫
い
付
け
る
方
法
が
主

流
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
に

お
い
て
は
手
術
の
選
択
肢
が
増

え
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

　

心
臓
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

細
い
管
で
あ
る「
カ
テ
ー
テ
ル
」

会場：大和成和病院  １階 ロビー
        神奈川県大和市南林間 9-8-2　お問合せ ☎ 046-278-3911（総務課）

医学講座 7月26日（水）１４：００～１５：３０

大和成和病院 　心臓血管外科  畝 大 医師　　　　　 

参加無料

■ 交通のご案内
南林間駅・中央林間駅・鶴間駅・さがみ野駅
から無料シャトルバス

　「心臓手術は怖い」と思われが
ちですが、現在は安全性が以前に
比べて向上しています。安心して
手術を受けるために、心臓手術に
ついて学びませんか？心臓血管外
科専門医が詳しく解説します。

　
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
の
根
本
治
療
に
心
臓
手
術
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
従
来
は

大
切
開
が
主
流
で
し
た
が
、現
在
は
部
分
切
開
や
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
も
あ
り
ま
す
。

大
動
脈
弁
の
手
術
に
詳
し
い
関
医
師
（
心
臓
血
管
外
科
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

の
操
作
に
よ
っ
て
、
新
し
い
人

工
弁
を
移
植
す
る
方
法
。
高
齢

者
や
手
術
リ
ス
ク
が
高
い
患
者

様
に
適
応
し
ま
す
。

　
「
人
工
心
肺
」
を
使
用
し
、

小
切
開
で
胸
骨
を
部
分
切
開
し

て
行
う
大
動
脈
弁
置
換
術
。
若

年
者
や
高
度
の
石
灰
化
を
伴
わ

な
い
骨
格
の
し
っ
か
り
し
た
患

者
様
に
適
応
し
ま
す
。手
術
後
、

比
較
的
早
期
に
復
帰
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
従
来
の
手
術
と
は

異
な
り
、
以
前
に
比
べ
て
体
へ

の
負
担
を
軽
減
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
患
者
様
そ
れ
ぞ

れ
に
合
う
治
療
法
を
選
択
し
、

患
者
様
の
満
足
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。是
非
、

当
院
に
ご
相
談
下
さ
い
」。

■
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６
―
２
７
８
―
３
９
１
１

心
臓
血
管
外
科
の
専
門
医
に
聞
く

 

弁
膜
症
に
お
け
る
心
臓
手
術
に
つ
い
て

　
　
　         

　
大
和
成
和
病
院
　
関  

宏
　
医
師

  

心
臓
の
弁
が
鈍
化
す
る
弁
膜
症

  

加
齢
が
招
く
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」

ク
が
高
い
の
は
「
大
動
脈
弁
狭

窄
症
」
で
す
。

　

心
臓
に
は
血
液
を
押
し
出
す

４
つ
の
〝
部
屋
〟（
右
心
房
／

右
心
室
／
左
心
房
／
左
心
室
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
各
部
屋
に

は
、
一
方
向
に
効
率
よ
く
血
液

が
拍
出
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る″
扉
〟
で
あ
る
『
弁
』

が
４
つ
（
三
尖
弁
／
肺
動

脈
弁
／
僧
帽
弁
／
大
動
脈

弁
）
あ
り
ま
す
。

　

特
に
心
臓
の
メ
イ
ン
ポ

ン
プ
で
あ
る
左
心
室
の
出

口
に
あ
る
「
大
動
脈
弁
」

（
３
枚
の
半
月
形
の
弁
）

は
、
血
液
の
逆
流
を
防
ぎ

な
が
ら
１
日
に
約
10
万
回

　

加
齢
に
よ
る
動
脈
硬
化
は
心
臓
の
弁
の
障
害
で
あ
る
「
弁
膜
症
」
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
弁
の
中
で
も
「
大
動
脈
弁
」
の
狭
窄
（
す
ぼ

ま
っ
て
狭
い
）
は
突
然
死
を
招
く
こ
と
が
多
く
、
怖
い
症
状
で
す
。

も
血
液
を
ス
ム
ー
ズ
に
全
身
に

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
動
脈

弁
が
加
齢
に
よ
っ
て
硬
化
し
、

〝
扉
〟
の
開
き
が
悪
く
な
る
の

が
「
大
動
脈
弁
狭
窄
症
」
で
す
。

　
症
状
出
現
後
の
余
命

　

動
脈
硬
化
で
心
臓
に
か
か
る

負
担
は
大
き
い
反
面
、
大
動
脈

弁
狭
窄
症
の
初
期
は
無
症
状
で

進
行
す
る
こ
と
も
多
く
、
症
状

が
あ
ら
わ
れ
て
か
ら
は
じ
め
て

自
分
の
疾
患
を
知
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
動
悸
】【
息
切
れ
】【
疲
れ

や
す
い
】【
胸
痛
】【
呼
吸
困
難
】

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
循
環
器

専
門
の
医
療
機
関
で
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
重
篤
な
症
状
が

出
た
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
突
然

死
」
な
ど
で
死
亡
す
る
ま
で
の

期
間
（
余
命
）
は
短
く
、『
心

不
全
』
で
２
年
、『
失
神
』
で

３
年
、『
狭
心
症
』
で
５
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。（「
日
本
循

環
器
学
会
」
等
の
合
同
研
究
班

報
告
な
ど
に
よ
る
）

関　宏　医師
( せき　ひろし )
大和成和病院

【心臓血管外科】
　 

安全な心臓手術のために～心臓手術の現在（いま）～

 ◇次回の予告
８月３０日㈬に開催

南
林
間
駅

鶴
間
駅

東名
高速
道路

国道246号線

小
田
急
線
江
ノ
島
線

大和成和病院

「
過
活
動
膀
胱
」「
前
立
腺
肥
大
」
か
、
そ
れ
と
も
多
尿
か

夜
間
の
頻
尿
は
一
度
検
査
を　
　

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
藤
本 

瑛
介
　
医
師

体
制
整
え
機
動
力
を
発
揮

八
王
子
や
湘
南
か
ら
も
救
急
搬
送　
　

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院
　
倉
田 

篤 

院
長 

　

大
和
成
和
病
院
は
１
９
９
６

年
に
『
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
』

を
発
足
し
て
以
来
、
24
時
間

３
６
５
日
に
わ
た
り
循
環
器
疾

患
に
お
け
る
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
同
院
へ
は
、

神
奈
川
県
内
で
は
県
央
地
区
だ

け
で
な
く
横
浜
や
相
模
原
、
厚

木
、
藤
沢
、
茅
ヶ
崎
の
ほ
か
、

東
京
都
の
町
田
や
多
摩
、
八
王

子
地
区
な
ど
広
域
医
療
圏
か
ら

の
搬
送
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
患
者
の
病
状
は
、
い
わ

ゆ
る
『
３
次
救
急
病
院
』
で
対

応
す
る
こ
と
が
多
い
重
篤
な
循

環
器
疾
患
で
あ
る
「
狭
心
症
」

「
心
筋
梗
塞
」「（
胸
部
お
よ
び

腹
部
の
）
大
動
脈
瘤
破
裂
」「
急

性
大
動
脈
解
離
」「
急
性
心
不

全
」等
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
院
は
『
成
和
ク
リ

ニ
ッ
ク
〔
グ
ル
ー
プ
医
療
機

関
〕』
腎
セ
ン
タ
ー
の
医
師
と

連
携
し
、
血
液
透
析
な
ど
の
複

雑
化
し
た
疾
病
に
も
対
応
す
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

『
さ
が
み
野
中
央
病
院
〔
同
〕』

（
海
老
名
市
）・『
綾
瀬
厚
生
病

院
〔
同
〕』（
綾
瀬
市
）
と
は
「
Ｄ

ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ 

ｔ
ｏ 

ｄ
ｏ
ｃ
ｔ

ｏ
ｒ
」
の
連
携
を
図
り
、
急
性

期
治
療
後
の
患
者
の
在
宅
復
帰

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

大
和
成
和
病
院
の
倉
田
篤
院

長
は
「
地
域
包
括
医
療
シ
ス
テ

ム
の
中
で
、
循
環
器
専
門
病

院
と
し
て
の
当
院
の
機
動
力

を
発
揮
し
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

■
大
和
成
和
病
院
（
大
和
市

南
林
間
９
―
８
―
２
）
☎

０
４
６
―
２
７
８
―
３
９
１
１

　

Ｑ
．「
夜
間
頻
尿
」
と
は
？

　

Ａ
．
夜
間
、
排
尿
で
起
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
症
状
で
す
。

40
歳
以
上
で
は
約
４
５
０
０
万

　

夜
、
排
尿
で
起
き
て
し
ま
う
「
夜
間
頻
尿
」。
原
因
は

『
前
立
腺
肥
大
』『
過
活
動
膀
胱
』
の
ほ
か
、
高
血
圧
な
ど

に
よ
る
「
夜
間
多
尿
」
が
起
き
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

泌
尿
器
科
の
藤
本
瑛
介
医
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

人
が
こ
の
症
状
を
有
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
主
な
原
因
は
？

　

Ａ
．
前
立
腺
が
肥
大
し
排
尿

す
る
た
め
の
膀
胱
の
筋

肉
が
厚
く
な
り
、
溜
め

る
尿
量
が
減
少
し
て
頻

尿
を
お
こ
す
「
前
立
腺

肥
大
」（
男
）
と
、
排
尿

で
用
い
る
筋
肉
が
過
剰

に
働
き
、
少
量
で
も
尿

意
を
も
よ
お
す
「
過
活

動
膀
胱
」（
男
女
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

加
齢
が
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
血
圧
や
心
疾
患
、

腎
機
能
障
害
な
ど
に
よ
る
「
夜

間
多
尿
」
の
場
合
も
あ
り
、
そ

れ
に
は
該
当
疾
患
の
治
療
が
重

要
で
す
。

　

Ｑ
．
で
は
「
夜
間
頻
尿
」
か

否
か
は
ど
う
判
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
で
は
、
腹
部
エ
コ
ー
で
膀

胱
と
腎
臓
の
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
膀
胱
内
の
残
尿
量
を
測
定

し
、
残
尿
感
の
原
因
を
探
り
ま

す
。
ま
た
、
専
門
検
査
機
で
排

尿
時
間
や
勢
い
な
ど
も
数
値
化

し
、
排
尿
障
害
の
有
無
を
調
べ

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

排
尿
な
ど
に
つ
い
て
不
安
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
当
院
の

泌
尿
器
科
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２
―
７
９
８
―
１
１
２
１

「
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
倉
田
院
長
（
右
）
／
大
和
成
和
病

院
で
は
同
院
専
用
の
救
急
車
も
配
備
し

て
い
る
（
下
）

参加無料

医学講座 ７月２７日（木）１１：００～１２：３０

ふれあい町田ホスピタル 　内科  月村 澄明 医師

爪みずむし治療の最前線～新しい外用薬の効果について～
　夏に罹患が増える水虫。水虫に
も色々あります。今回は「爪みず
むしはどうやって治すの？」「ど
のように診断しているの？」等の
疑問にこたえ、様々な水虫の対処・
治療法を分かり易く説明します。
 ◇次回の予告
８月下旬に開催（予定）

経
カ
テ
ー
テ
ル
手
術

低
侵
襲
手
術
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

■ 交通のご案内
多摩境駅・南大沢駅から無料シャトルバス

橋　本

相模原

多摩境

JR 横浜線

京王
相模
原線

町田街道
日産

小山

ふれあい町田
ホスピタル

会場：ふれあい町田ホスピタル  １階 会議室
　　  東京都町田市小山ヶ丘 1-3-8　お問合せ ☎ 042-798-1121（総務課）

心
臓
の
概
略
図
（
上
）
／
弁
膜
症
に
お
け
る
狭
窄
の
イ
メ
ー
ジ
（
下
）

「
前
立
腺
肥
大
」
の
イ
メ
ー
ジ

制
を
整
え
て
お
り
ま
す
」

お
一
人
お
ひ
と
り
を
大
切
に

　
「
余
病
が
あ
っ
て
手
術
の
リ

ス
ク
が
高
い
方
に
は
、
低
侵
襲

手
術
で
あ
る
小
切
開
開
胸
下
心

拍
動
下
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
―
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｇ
）
と
、

カ
テ
ー
テ
ル
法
に
よ
る
冠
動
脈

治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
を
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
、
心
房
中
隔
欠
損
症
閉
鎖

術
、
弁
膜
症
手
術
に
対
す
る
小

切
開
開
胸
下
低
侵
襲
手
術
（
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
に
つ
い
て
も
常
に
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て

『
何
が
最
善
の
治
療
か
』
を
熟

慮
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
の
病
気
で
お
悩
み
の

方
は
、
当
院
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６
―
２
７
８
―
３
９
１
１

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp://www.

fureai-g.or.jp/seiwa/

鶴間駅病棟看護師・医療事務・臨床検査技師 ・理学療法士 

【職種】①病棟看護師 ②医療事務
　　　 ③臨床検査技師 ④理学療法士

【給与】（月給例は、経験１０年）
　　　 ① 355,700 円
　　　 ② 198,500 円
　　　 ③ 260,700 円
　　　 ④ 309,700 円

成和クリニック

地域も職員も大切にサポ－トします。

 ★ マイカー通勤可。　★ 鶴間駅から無料シャトルバス有。★ 交通費全支給 ( 上限 5 万円）

正 小田急
南林間駅正 非

大和成和病院

看護師・保育士・臨床検査技師・医療事務・薬剤師

【職種】① 看護師（カテオペ）　② 看護師（ＩＣＵ・病棟） 
　　　 ③ 保育士　④ 臨床検査技師　⑤ 医療事務　⑥ 薬剤師　 

【給与】（月給例は、経験１０年）
　① 292,700 円 時給 1,500 円　② 355,700 円 時給 1,500 円
　③ （短大）191,800 円（大学）225,800 円　
　　  時給 1,200 円 　夜勤 (1 回 ) 13,500 円 
　④ 260,700 円　⑤ 198,500 円　⑥ 282,400 円
　   ★ 保育所有り　★ 無料送迎バス有り　★ 車通勤可
     ★ 非常勤は勤務日数、勤務時間応相談

☎ 046-278-3911
〒 242-0006 大和市南林間 9-8-2 問い合わせ：（総務課）七枝

全国有数の心臓・循環専門病院！

正

医療法人社団

公 仁 会   
☎ 046-264-3911
〒 242-0005 神奈川県大和市西鶴間 5-3488-7
　　　　　　　　　　問い合わせ：（総務課）渕上

医療法人社団

公 仁 会
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○
…
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
で
は
、
廊
下
や
病
室
、

リ
ハ
ビ
リ
施
設
な
ど
に
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
患
者
様

が
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド
で
も
移
動

し
や
す
く
し
て
お
り
ま
す
。
清

潔
な
院
内
を
含
め
、
常
に
患
者

様
に
と
っ
て
良
い
環
境
を
提
供

し
て
い
ま
す
」。
医
師
と
し
て

の
モ
ッ
ト
ー
は
「
周
囲
の
ス

タ
ッ
フ
と
患
者
様
、
そ
の
ご
家

族
と
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
。

良
い
意
味
で
〝
垣
根
の
な
い
〟

医
師
と
し
て
、
何
で
も
言
っ
て

も
ら
え
る
風
通
し
の
良
い
環
境

が
大
切
」と
真
剣
に
語
り
ま
す
。

　

○
…
現
在
同
院
の
副
院
長
を

務
め
、「
血
管
外
科
」
外
来
（
㈬

午
前
）
で
は
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
や
下
肢
静
脈
瘤
な
ど
の
診
療

の
ほ
か
、
人
工
透
析
に
お
け
る

「
シ
ャ
ン
ト
」
対
応
（
Ｐ
Ｔ
Ａ

施
術
な
ど
）
や
訪
問
診
療
（
内

科
）
も
担
当
。「
都
心
か
ら
透

析
治
療
に
係
る
リ
ハ
ビ
リ
で
入

院
し
て
い
た
患
者
様
の
ご
家
族

が
、
私
へ
の
挨
拶
の
た
め
だ
け

に
来
院
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
他
院
で
は
な
か
っ
た
こ

と
な
の
で
、
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
」
と
、
最
近
あ
っ
た
印
象
的

な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

○
…
「
人
の
役
に
立
つ
職
業

に
就
き
た
い
」
と
幼
少
期
か
ら

考
え
、
理
数
系
を
得
意
と
し
高

校
時
に
ド
イ
ツ
語
履
修
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
「
医
学
の
道
に
進

も
う
」
と
決
意
。
進
学
し
た
東

京
医
科
大
時
代
に
は
「
外
科
は

大
変
だ
よ
」
と
の
言
葉
に
も
怯

む
こ
と
な
く
「
循
環
器
外
科
」

を
選
び
、
そ
の
後
も
同
大
八
王

子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
心
臓
血
管

外
科
）
な
ど
で
経
験
を
重
ね
ま

し
た
。
実
は
そ
の
一
方
で
、
一

般
内
科
や
透
析
治
療
に
つ
い
て

も
習
得
。
こ
れ
ら
の
研
鑚
を
重

ね
現
在
に
至
り
ま
す
。「
特
に

近
年
は
高
齢
の
患
者
様
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
広
い
知
識
で

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

○
…
「
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
」
と
町

田
・
県
央
エ
リ
ア
に
単
身
赴
任

を
し
て
い
ま
す
。
洗
濯
や
料
理

な
ど
の
家
事
一
般
も
難
な
く
こ

な
し
て
い
ま
す
が
「
週
末
に
帰

る
自
宅
で
は
時
々
ご
ち
そ
う
が

並
ぶ
」
と
妻
の
手
料
理
を
楽
し

み
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　　 めかじき 　70g
　　オクラ　　 １本
　　ミニトマト ２コ　 
　　レモン（スライス）１枚

　

神
奈
川
県
綾
瀬
市
深
谷
に
あ

る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
の
『
眼

科
』
で
は
、
白
内
障
の
手
術
な

ど
を
主
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
内
障
と
は
？

　
「
白
内
障
」
は
、
眼
球
の
中

に
あ
る
水
晶
体
が
濁
る
病
気
で

す
。

　

白
内
障
に
な
る
原
因
は
様
々

で
す
が
、
加
齢
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

60
歳
代
で
約
６
割
、
70
歳
代
に

な
る
と
８
～
９
割
の
人
が
発
症

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
白
内
障
」
は
〝
避
け
て
は

通
れ
な
い
〟
と
い
う
べ
き
加
齢

現
象
で
す
。

　
視
力
に
支
障
も

　

白
内
障
が
進
行
す
る
と
、【
か

す
み
】【
視
力
低
下
】【
ま
ぶ
し

さ
】【
モ
ノ
が
二
重
に
見
え
る
】

な
ど
の
様
々
な
症
状
が
出
現
し

　
「
透
析
治
療
で
通
院
が
大
変
」

「
闘
病
中
な
の
で
介
護
が
受
け

ら
れ
る
老
人
ホ
ー
ム
に
入
り
た

い
が
、
病
院
が
遠
く
な
る
」
等

お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア

レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
、
同
一

建
物
内
に
医
療
機
関
「
ふ
れ
あ

い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
一
般

外
来
の
ほ
か
、
透
析
セ
ン
タ
ー

や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
な
ど
も
あ
り
）
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
々
の
通

院
や
入
院
治
療
、
緊
急
時
に
は

24
時
間
の
対
応
が
可
能
で
す
。

建
物
内
を
移
動
す
る
だ
け
な
の

で
、
通
院
に
お
け
る
身
体
の
負

担
を
軽
減
で
き
、
天
候
な
ど
に

左
右
さ
れ
ず
に
日
々
安
定
し
た

治
療
を
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

毎
日
顔
を
合
わ
す
介
護
ス

タ
ッ
フ
は
同
院
と
も
連
携
を
と

り
、
入
居
者
様
の
ち
ょ
っ
と
し

た
変
化
に
も
迅
速
に
対
応
す
る

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田

セ
ミ
ナ
ー「
安
心
で
き
る
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

　
　
７
／
20
㈭ 

相
模
原
で
無
料
開
催

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ
ア

レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
セ
ミ

ナ
ー
「
安
心
で
き
る
老
人
ホ
ー

ム
の
選
び
方
」
を
無
料
開
催
し

ま
す
。
日
時
は
７
月
20
日
㈭
13

時
30
分
～
15
時
（
予
定
）、
会

場
は
相
模
原
市
民
会
館
第
３
中

会
議
室
（
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
・
相
模

原
駅
か
ら
バ
ス
で
「
市
民
会
館

前
」
下
車
す
ぐ
）、
定
員
は
30

名
（
要
予
約
）
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
介
護
の
プ

ロ
が
務
め
ま
す
。
一
般
人
目
線

で
解
説
す
る
分
か
り
易
さ
が
好

ま
す
。

　
専
門
医
か
ら

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
白
内
障
の

手
術
も
担
当
し
て
い
る
小
林
綾

子
医
師
は
、
次
の
よ
う
に
話
し

ま
す
。

　
「
白
内
障
は
手
術
で
治
る
病

気
で
す
。
し
か
し
、
放
っ
て
お

い
て
進
行
し
過
ぎ
る
と
、
手
術

も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。『
見
え
に
く
さ
』
や
『
か

す
み
』
な
ど
が
気
に
な
ら
れ
て

き
た
方
は
、
早
め
の
受
診
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
２
泊
３
日
の
入

院
（
片
眼
）
で
白
内
障
手
術
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
両
眼
と

も
手
術
す
る
場
合
は
、
最
短
で

１
週
間
あ
け
て
反
対
眼
手
術
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
術
は
東
海
大
学
付

属
大
磯
病
院
の
河
合
憲
司
医
師

（
眼
科
特
任
教
授
）
を
中
心
に

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

見
え
に
く
さ
を
感
じ
た
方

は
、
一
度
当
院
の
眼
科
を
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
」。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
対
応
病
院
は
数
少
な
い

　

綾
瀬
市
内
で
白
内
障
手
術
を

シニアレジデンス町田 検索

「
安
心
感
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
同
ホ
ー
ム
は
ご
夫
婦
で

の
入
居
（
夫
婦
部
屋
１
室
）
も

可
能
。
風
呂
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
を
完
備
し
今
ま
で
の
生
活

リ
ズ
ム
を
継
続
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
持
病
は
も
ち
ろ
ん
、

将
来
的
な
病
気
や
介
護
の
不
安

を
抱
え
る
こ
と
な
く
、
心
軽
や

か
に
過
ご
せ
る
環
境
を
備
え
て

い
る
の
が
「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン

ス
町
田
」
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は

「
見
学
や
体
験
入
居
は
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
等
も
お
気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

■
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
☎

０
１
２
０
―
８
６
―
６
５
３
４

　
原
因
は
加
齢
だ
か
ら
こ
そ
短
期
で
治
療
を　
　
　
　

　

白
内
障
手
術
は
２
泊
３
日
で
も

　

 

病
院
探
訪　
綾
瀬
厚
生
病
院 　
眼
科

病
院
併
設
で
通
院
も
楽
に　

　 
 

今
も
こ
れ
か
ら
も

　

医
療
が
身
近
で
「
安
心
」

　
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

今月のワンポイント！【減塩食の工夫】	
〈レモン〉…酸味を利用し、味を引き立たせます。
　　　　　これによって味噌などの塩分を減らしても、味気無さをカバーできます。
〈ミョウガ，大葉〉…香味を利用し、調味料（味付け）の減量化をねらいます。
　　　　　　　　　夏野菜の香味によって、冷奴にかける醤油を減らします。
〈モロヘイヤ，スイカ〉…これらにはカリウムが含まれています。
　　　　　　　　　　　体内の余分な塩分を排出させる働きがあります。
〈具の多い味噌汁〉…具だくさんにすることで、汁の量を減らします。
　　　　　　　　　味噌汁１杯の塩分は約１．５g。汁からの塩分摂取を減らします。

【作り方】
①　酒をふっためかじきをオーブンで 10
　　分程度焼く
②　合わせた A を①に塗り、さらに５分焼
　　いて中まで火を通す
③　器に②と茹でたオクラやミニトマト、
　　レモンを添えてできあがり

①　ゴーヤは縦半分に切り、種を取って薄
　　切りにし、さっと茹でる
②　①を水にさらし、軽くしぼる
③　玉ねぎも薄切りにし、水にさらして軽
　　くしぼる
④　ゴーヤ・玉ねぎ・コーン・ツナを混ぜ、
　　調味料で味を付けてできあがり

酒　　５g
     味　噌    ４g
     砂　糖　 ２g
     レモン汁 ３g

 【材料（１人分）】

冷奴（ミョウガと大葉を添える・58㎉／塩分 0.4g）、味噌
汁（具はモロヘイヤ・28㎉／塩分 0.8g）、白飯、スイカを
足してバランス良いお食事を。

同
ホ
ー
ム
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス（
上
）／
ラ
ウ
ン
ジ（
中
）／
多
目
的
室（
下
）

 （総カロリー 685㎉、塩分 2.3g）

何
で
も
言
っ
て
も
ら
え
る

　「
身
近
な
医
師
」
で
あ
り
続
け
た
い

《お申込み・お問合せ》　

シニアレジデンス町田
東京都町田市小山ヶ丘１- ３- ８

評
で
、
今
回
は
「（
老
人
ホ
ー

ム
の
）
種
類
・
特
徴
・
違
い
」「
施

設
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
」
等
を
扱

い
ま
す
。「
ご
家
族
も
是
非
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
」
と
担
当
者
は
話

し
ま
す
。ご
予
約
は
お
早
目
に
。

相模原市役所

相模原警察

●

●
洋服の青山

相模原駅 矢 部 駅

セブンイレブン
●

●ダイエー

国道１６号

セミナ会場
相模原市民会館

横浜線

●
セブンイレブン

市民会館前バス停

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
眼
科
で
は
、「
白
内
障
」
の
手
術
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
白
内
障
は
手
術
で
改
善
が
見
込
め
ま

す
。
同
院
で
は
、
短
期
入
院
で
の
手
術
が
可
能
で
す
。

～旬食材と知恵でできる減塩食～
ちょっとした知識で健康メニューが簡単に。

　　ゴーヤ　1/4 本
　　ツナ　　　15g
　　玉ねぎ　   10g
　　コーン（缶詰）　10g

監修・調理／管理栄養士　穴田律子

塩こしょう　少々
マヨネーズ　15g

Ａ

ゴーヤとコーンのツナサラダ

めかじきのレモン味噌焼き 

張　益商（ちょう　まさあき）

ふれあい町田ホスピタル副院長
【血管外科】
医学博士　外科専門医　循環器専門医　脈管専門医
東京都心臓機能障害者指定医
日本脈管学会評議員　日本透析医学会会員

シニアレジデンス町田の外観

毎回人気のセミナーです

行
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
は
数

少
な
く
（
２
０
１
７
年
６
月
現

在
）、
綾
瀬
厚
生
病
院
は
「
地

域
密
着
医
療
」
の
下
、
白
内
障

手
術
に
力
を
入
れ
、
地
域
貢
献

を
し
て
い
ま
す
。
同
院
ス
タ
ッ

フ
は
「
綾
瀬
市
内
か
ら
は
も
と

よ
り
、
近
隣
に
お
住
い
の
方
も

是
非
当
院
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

※
手
術
や
入
院
期
間
な
ど
は
一

例
で
す
。
例
外
も
あ
り
ま
す
。

■
取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病

院
（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
深
谷

３
８
１
５
）
☎
０
４
６
７
―

７
７
―
５
１
１
１

白
内
障
に
お
け
る
手
術
治
療
の
一
例
（
イ
メ
ー
ジ
）

濁った水晶体を砕いて取り出し（上）、
眼内レンズを挿入（下）する

小林　綾子　医師
綾瀬厚生病院

【眼科】

O120-

（140㎉／塩分0.7ｇ）

（135㎉／塩分0.4ｇ）

86- ６５３４

河合　憲司　医師
眼科特任教授

（東海大学付属大磯病院）

＊車通勤可　＊南林間駅から無料シャトルバス有　＊併設施設…成和訪問看護ステーション・
せいわ居宅介護支援センター　＊協力医療機関…大和成和病院・さがみ野中央病院・成和クリニック
＊関連施設…サービス付き高齢者向け住宅「みどりの風大和」

落ち着いた雰囲気の働きやすい職場です
正 非 介護福祉士・介護士・看護師・准看護師・支援相談員 南林間駅

☎ 046-272-1515
〒 242-0006 大和市南林間 9-8-9　（総務課）田中

【職種】① 介護福祉士　② 介護士　③ 看護師　④ 准看護師　⑤支援相談員
【給与】　（月給例は、経験 10 年）

　① 256,700 円　時給 1,300 円　
   ② 230,400 円　時給 1,200 円
   ③ 355,700 円　時給 1,500 円〜　
                 ( 夜勤 )1 回 24,000 円
　④ 298,600 円　時給 1,200 円〜　
                 ( 夜勤 )1 回 20,000 円
　⑤ 249,500 円

介護老人保健施設

成和ナーシングプラザ

正 京王線
多摩境駅

正 非

ふれあい町田ホスピタル

薬剤師・看護師・准看護師・介護福祉医・PT/OT/ST・管理栄養士・臨床検査技師

　★未経験、ブランクのある方も歓迎　★非常勤は勤務日数、勤務時間応相談　
　★通勤費全額支給（上限 50,000 円）　★車通勤可　★施設内保育施設・医療費補助制度有り

医療法人
回生会

 
☎ 042-798-1121
〒 194-0215　東京都町田市小山が丘 1-3-8
　　　　　　　　　　　問い合わせ：（総務課）　井田

「待っている人たちがいる」
【職種】① 薬剤師　② 看護師・准看護師　③ 介護福祉師・介護士　
　　   ④ PT/OT/ST ⑤ 管理栄養士　⑥ 臨床検査技師

【給与】（月給例は、経験１０年）
① 350,000 円 時給 2,000 円〜 2,200 円　
② 292,700 円 時給 1,200 円〜 1,800 円 ( 夜勤 )1 回 20,000 円 〜 32,000 円
③ 230,400 円 （介護福祉士）時給 1,200 円 （介護士）時給 1,100 円
④ 309,700 円 時給 1,600 円〜 2,500 円　
⑤ 297,000 円 時給 1,000 円〜 1,300 円  
⑥ 320,000 円 時給 1,300 円〜 1,500 円
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ま
ず
は
「
介
護
保
険
」
が
適

用
さ
れ
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
か
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
本
人
の
性
格
上
、
自
宅
で
介

護
を
受
け
た
い
か
も
」「
福
祉

用
具
は
ど
こ
ま
で
そ
ろ
え
れ
ば

い
い
の
？
」
な
ど
、
悩
み
は
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

　

そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
が

「
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
人
の

心
身
の
状
態
や
家
族
の
状
況
な

ど
一
人
ひ
と
り
個
別
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、【
訪
問
看
護
】【
訪

問
介
護
】【
通
所
サ
ー
ビ
ス
】

【
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
】【
福
祉
用

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
倒
れ
て

要
介
護
支
援
に
・
・
・
」「
夫

の
父
が
自
宅
で
転
倒
し
て
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
」
な
ど
、

そ
れ
ま
で
介
護
と
縁
が
な
か
っ

た
生
活
か
ら
一
変
し
て
支
援
が

必
要
に
な
っ
た
時
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

具
】【
住
宅
改
修
】
な
ど
、サ
ー

ビ
ス
が
適
切
で
最
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護

支
援
専
門
員
）
は
、
本
人
・
家

族
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
各
事
業

所
の
間
で
連
絡
・
調
整
を
行
な

い
ま
す
。

　

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
要
介

護
認
定
の
申
請
手
続
き
や
更
新

手
続
き
を
代
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
セ
ン
タ
ー
は
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
リ
ハ
ビ
リ
含
む
）
が

あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
を
併

設
。
近
隣
に
は
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
（「
み
ど
り

　
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
き
め
細
か
さ
が
評
判　
　
　
　

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
「
せ
い
わ
」
に
任
せ
て
安
心

　
　

 

せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

の
風 

大
和
」）
も
揃
い
、
必
要

な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
身
近
に

整
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は

「
循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病

院
や
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
さ
が

み
野
中
央
病
院
、
綾
瀬
厚
生
病

院
と
の
医
療
連
携
も
強
化
し
、

万
が
一
の
際
に
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。

介
護
の
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
取
材
協
力
／
せ
い
わ
居
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６
―

２
７
２
―
１
５
１
５

参加無料

医学講座７月25日（火）１３：００～１４：３０ 

さがみ野中央病院　内科  下山 豊 医師

　胃に感染する細菌「ピロリ菌」は、
高齢者の約８割が感染していると
言われています。症状を感じないこ
とも多く、知らぬ間に病気（胃がん
等）になることが問題です。ピロリ
菌と病気、退治方法を解説します。

ピロリ菌ってご存知ですか？

 ◇次回の予告
８月下旬に開催（予定）

■ 交通のご案内
さがみ野駅から無料シャトルバス
または相模大塚駅南口より徒歩８分 

相模鉄道
さがみ野駅

至横浜

県道40号（横浜厚木線）

国道246号
厚
木
街
道

●
マルエツ

●

●

相模大塚

至海老名

県
道
４
０
号
（
横
浜
厚
木
線
）

●

東原

さがみ野中央病院

東柏ヶ谷
相模大塚駅

南 口

会場：さがみ野中央病院  １階 リハビリテーション室
　　  神奈川県海老名市東柏ヶ谷 6-20-20　お問合せ☎ 046-233-5110（総務課）

１
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

透
析
療
法
は
【
動
脈
硬
化
の

進
行
が
早
い
】
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、『
急
性
心
筋
梗
塞
』や『
下

肢
動
脈
閉
塞
症
』
な
ど
が
起
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
透
析
治
療

を
行
な
う
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

心
臓
血
管
外
科
な
ど
循
環
器
専

門
の
大
和
成
和
病
院
で
の
内
科

的
・
外
科
的
治
療
に
対
応
で
き

る
面
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
在

宅
介
護
が
困
難
な
方
は
、
入
院

し
て
透
析
治
療
を
受
け
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
是
非
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力
／
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
神
奈
川
県
大
和
市
西
鶴

間
５
―
３
４
８
８
―
７
）
☎

０
４
６
―
２
６
４
―
３
９
１
１ 成和クリニックの透析センター

　
透
析
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く　
　
　
　

入
院
す
る
透
析
治
療
に
つ
い
て

　
　

 

取
材
協
力
／
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　

―
―
―
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
入
院
し
て
透
析
治
療
が
で
き

る
の
で
す
か
？

　
（
熊
田
医
師
）「
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
入
院
設
備
を
有
す
る
有
床

診
療
所
（
19
床
）
で
す
。
現
在
、

『
透
析
ベ
ッ
ド
』
は
25
床
が
稼

働
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
・
熊
田
は
透
析
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医

大
と
北
里
大
の
専
門
医
と
協
力

し
、
透
析
治
療
全
般
の
管
理
体

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
入
院
し
て
「
透
析
治
療
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
動
脈

硬
化
に
よ
る
循
環
器
疾
患
に
、
迅
速
に
対
応
す
べ
く
大
和
成
和
病
院
と
密
に

連
携
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
で
す
。「
透
析
治
療
」

に
つ
い
て
、
熊
田
稔
也
医
師
（
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

制
を
敷
い
て
お
り
ま
す
」

　

―
―
―
透
析
治
療
患
者
の
全

国
的
な
増
加
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
（
同
）「
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

慢
性
腎
盂
炎
な
ど
に
よ
っ
て
腎

臓
機
能
に
障
害
を
も
つ
状
態
が

『
慢
性
腎
臓
病
』
で
す
。
こ
の

慢
性
腎
臓
病
は
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
進
行
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
不
幸
に
し
て
進
行

し
て
し
ま
い
悪
化
す
る
と
、【
腎

代
替
療
法
】
で
あ
る
『
透
析
療

法
』
か
『
腎
臓
移
植
』
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
命

維
持
が
困
難
に
な
る
『
末
期
腎

不
全
』
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
」

　

―
―
―
そ
こ
で
『
透
析
治

療
』
に
の
ぞ
む
人
が
多
い
の
で

す
ね
。
通
院
で
は
な
く
入
院
治

療
も
必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で

す
か
？

　
（
同
）「
２
０
１
５
年
の
統
計

に
よ
る
と
、
１
年
間
で
新
た
に

透
析
療
法
を
導
入
し
た
方
は
約

４
万
人
い
た
そ
う
で
す
。ま
た
、

そ
の
中
で
も
入
院
し
て
透
析
治

療
を
行
な
う
方
の
割
合
は
、
約

熊田　稔也　医師
( くまだ　としなり )

成和クリニック
【透析センター長】

　 

夏
休
み
小
中
学
生
向
け
公
開
講
座
を
開
催

湘
南
医
療
大
学

２
０
１
７
年
３
月
に
実
施
し
た
中

学
生
向
け
職
業
体
験
講
座

模
擬
演
習
で
洗
髪
を
学
ん
で
い
ま
す

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で

は
、
３
年
生
が
実
習
に
出
る
前

の
演
習
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
「
看
護
学
科
」
で

実
施
し
て
い
る「
看
護
技
術（
洗

髪
）」
の
演
習
（
写
真
）
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

洗
髪
の
目
的
は
身
体
的
に
は

「
頭
部
を
清
潔
に
保
ち
皮
膚
の

新
陳
代
謝
を
高
め
、
感
染
を
予

防
す
る
」、
精
神
的
に
は
「
気

分
を
爽
快
に
し
て
闘
病
意
欲
を

引
き
出
す
」
事
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
演
習
で
は
今
ま

で
学
ん
だ
解
剖
学
や
生
理
学
及

び
看
護
の
基
礎
知
識
を
基
に
、

安
全
・
安
楽
を
考
え
た
手
法
が

要
求
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
は
、
お
互
い
に
模
擬

演
習
で
患
者
や
洗
う
側
と
な

り
、
実
際
に
お
湯
を
使
っ
て
髪

を
洗
っ
て
み
ま
す
。
そ
こ
で
は

患
者
様
に
と
っ
て
よ
り
安
全
で

質
の
高
い
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
湯
温
、
洗
う
順
番
、
時

間
な
ど
を
確
認
し
、
洗
う
圧
力

は
適
当
か
、
洗
い
残
し
は
な
い

か
な
ど
学
生
同
士
で
確
認
し
ま

す
。
実
体
験
が
患
者
様
に
満
足

頂
け
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ

と
へ
の
第
一
歩
で
す
。
今
、
学

生
た
ち
は
、
技
術
の
高
い
看
護

師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
☎

０
４
６
７
―
８
６
―
６
０
１
１

２
日
間
で
資
格
取
得　

喀
痰
吸
引
等
研
修

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
の

法
改
正
に
よ
り
、
一
定
の
研
修

を
修
了
し
た
介
護
職
員
の
方

は
、
病
院
や
施
設
な
ど
の
患
者

様
の
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
ん
の
吸
引
な
ど
を
行
う
に

は
、
通
常
は
喀
痰
吸
引
等
研
修

を
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

を
修
了
し
た
方
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
実
務
者

研
修
実
施
機
関
で
は
、
喀
痰
吸

引
と
経
管
栄
養
（
＝
医
療
的
ケ

ア
）
の
実
地
研
修
ま
で
は
行

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
よ

う
な
方
は
別
に
実
地
研
修
を
修

了
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福

祉
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
務

者
研
修
を
修
了
し
た
方
を
対
象

に
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
「
実

地
研
修
の
み
の
コ
ー
ス
」
を
ご

用
意
し
ま
し
た
。
事
前
に
受
講

希
望
日
を
お
聞
き
し
た
上
で
指

定
病
院
と
日
程
調
整
を
行
う
の

で
、
お
仕
事
な
ど
の
都
合
に
あ

わ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
実
地

研
修
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
用
し
て
手
順
の
確
認
を
す
る

の
で
（
写
真
）、
安
心
し
て
受

講
で
き
ま
す
。

　

日
程
は
、手
順
確
認
が
半
日
、

実
地
研
修
が
１
日
で
す
。
本
研

修
の
修
了
で
医
療
的
ケ
ア
の
実

践
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
受
講
を
ご
検
討

を
。受
講
料
は
５
万
円（
税
込
）。

随
時
、
申
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
６
７
―
８
４
―

０
５
７
６

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
夏
休

み
に
小
中
学
生
対
象
の
公
開
講

座
を
２
講
座
開
講
し
ま
す
。
お

一
人
で
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
保
護
者
の
方
と
と
も
に

学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
夏
休

み
の
自
由
研
究
や
思
い
出
づ
く

り
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

◆
７
月
22
日
（
土
）

　
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
ど
ん
な

の
？ 

～ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
パ
ラ
五
輪 

～

　
　
（
小
学
４
～
６
年
生
対
象
）

　
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
し
て

み
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
五
輪

の
種
目
に
は「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」

（
障
害
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
）

も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
パ

ラ
五
輪
」
は
聞
い
た
こ
と
は
あ

る
け
ど
、
実
際
に
体
験
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
少
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
の

「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
」
を
体
験
し

な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
を

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

◆
８
月
５
日
（
土
）

　
み
ん
な
で
考
え
よ
う
子
ど
も

の
事
故
！ 

～ 

幼
児
視
野
体
験

を
と
お
し
て 

～

　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
対
象
）

　

子
ど
も
の
「
不
慮
の
（
思
い

が
け
な
い
）
事
故
」
は
、
１
歳

か
ら
９
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
、

死
亡
す
る
原
因
の
第
２
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
事
故
の
中
で
も
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
が
最
も
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
何
故
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　

幼
児
の
視
野
体
験
を
と
お
し

て
、
幼
児
期
の
成
長
発
達
の
特

徴
を
知
り
、
事
故
の
原
因
と
予

防
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　

公
開
講
座
は
、７
月
22
日
㈯
、

８
月
５
日
㈯
と
も
に
10
～
12
時

の
開
催
で
す
。
講
義
終
了
後
に

希
望
す
る
方
は
校
内
見
学
も
可

能
で
す
。
講
座
の
詳
細
は
、
同

大
学
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
（ http://

sums.ac.jp/ 

）。

　

対
象
学
年
で
な
く
て
も
、
参

加
し
た
い
希
望
が
あ
る
場
合
は

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。
参
加
の

お
申
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
か
、
お
電
話
で
。

■
湘
南
医
療
大
学
☎
０
４
５
―

８
２
１
―
０
１
０
９
（
地
域
連

携
室
）

同センターは機能的な介護
の拠点となっている

同
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

正 非 茅ヶ崎駅看護師・介護福祉士・介護士・保育士

医療法人社団
康 心 会 湘南東部総合病院 ☎ 0467-83-9111

〒 253-0083　茅ヶ崎市西久保 500　
看護部：露木　事務コメディカル：飯田

★ 茅ヶ崎駅より無料シャトルバスあり　 ★ブランクのあるか
たでも大歓迎　★車通勤可能　★院内保育所あり

茅ヶ崎駅前からシャトルバスあり。
【職種】① 看護師 ② 介護福祉士 ③ 介護士 ④ 保育士
【給与】　（月給例は、経験 10 年）
　　　 ① 355,700 円  時給 1,500 円
    　　  　　  （夜勤 )1 回 24,000 円〜
　　　 ②  時給 1,300 円　
　　　 ③  時給 1,200 円
          ④  時給　950 円

介護支援専門員正 南林間駅

せいわ居宅介護支援センター
〒 242-0006 大和市南林間９丁目８番９号 4 階 
☎ 046-240-0149

医療法人社団
公 仁 会

訪問看護師正 南林間駅

成和訪問看護ステーション
〒 242-0006 大和市南林間９丁目８番９号 1 階
☎ 046-272-1201

【職種】訪問看護師
【給与】（月給例は、経験１０年）
　　    292,700 円 

医療法人社団
公 仁 会

（総務課） 田中

＊車通勤可　＊南林間駅から無料シャトルバス有
＊併設施設…介護老人保健施設「成和ナーシング
プラザ」・居宅介護支援事業所「せいわ居宅介護
支援センター」　＊協力医療機関…大和成和病院・
さがみ野中央病院・成和クリニック　＊関連施設
…サービス付き高齢者向け住宅「みどりの風大和」

【職種】介護支援専門員
【給与】（月給例は、経験１０年）
　　    271,100 円 

グループ連携がとれる
働きやすい職場です

グループ連携がとれる
働きやすい職場です

＊車通勤可　＊南林間駅から無料シャトルバス有
＊併設施設…介護老人保健施設「成和ナーシング
プラザ」・成和訪問看護ステーション　＊協力医
療機関…大和成和病院・さがみ野中央病院・成和
クリニック　＊関連施設…サービス付き高齢者向
け住宅「みどりの風大和」

（総務課） 田中

正 茅ヶ崎駅

連絡先 : 茅ケ崎市茅ヶ崎元町 5-20 2F
☎ 0467-84-6571 問い合わせ：加藤

食品購買

【職種】 食品購買 
【給与】 230,000 円〜
　　　　　 280,000 円 

有限会社リード商会

食品メーカー・食品卸・給食業界
経験・PC 操作（Excel・Ｗ ord・
Powerpoint 等）・現場指導及び管理（調
理・栄養・衛生・アレルギー）調理師・
栄養士尚可・優れたフットワークに自信
のある方。

ふれあいグループ各施設に
提供する食材の選定吟味の提案



4

健康生活お役立ち新聞
発行所　（有）エフ・アンド・ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678

町田・県央版

　

神
奈
川
県
相
模
原
エ
リ
ア
や

東
京
都
町
田
・
八
王
子
エ
リ
ア

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
「
ふ

れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で

は
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
行

　

神
奈
川
県
の
県
央
エ
リ
ア
に

位
置
し
、
綾
瀬
市
内
は
も
ち
ろ

ん
相
模
原
や
海
老
名
、
座
間
、

大
和
、
藤
沢
な
ど
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
が
良
い
「
綾
瀬
厚
生
病

院
」。
同
院
の
産
科
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
改
定
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
面
会
時
間
の
延
長

　

こ
れ
ま
で
面
会
時
間
は
14
時

～
19
時
ま
で
で
し
た
。
し
か

し
、
終
業
後
の
旦
那
さ
ん
な
ど

も
ゆ
っ
く
り
と
面
会
で
き
る
よ

う
に
時
間
を
延
長
。
６
月
12
日

か
ら
面
会
時
間
を
14
時
～
21
時

（
16
時
以
降
は
近
親
者
）
に
改

定
し
ま
し
た
。

　
「
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
お
子

さ
ん
と
の
時
間
を
、
楽
し
ん
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
」
と
の
同
院

の
配
慮
と
分
娩
希
望
者
か
ら
の

要
望
に
応
え
、
こ
の
時
間
延
長

が
実
現
し
ま
し
た
。

（
注
）
一
般
病
棟
の
面
会
時

間
（
平
日
14
時
～
19
時
／

日
祝
11
時
30
分
～
19
時
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
付
添
い
宿
泊

　
「
マ
マ
と
一
緒
に
い
た

い
」
な
ど
ま
だ
幼
い
お
子

さ
ん
を
自
宅
に
残
し
、
分

娩
入
院
す
る
の
が
心
配
な

方
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

同
院
で
は
、
家
族
（
配

偶
者
・
子
）
の
宿
泊
に
関

し
て
、
相
談
対
応
を
始
め

　

日
本
で
は
、
年
間
に
約
10
万
人
も
の
方
が
突
然
死

で
亡
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
約
６
万
人
は
心
臓

病
（
心
疾
患
）
で
す
。
と
く
に
危
険
性
の
高
い
高
齢

者
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
死
亡
原
因

心
臓
病
が
増
え
て
い
ま
す

　
　
　

生
活
習
慣
の
改
善
で
突
然
死
の
予
防
を

命
を
脅
か
す
循
環
器
疾
患

 

冠
動
脈
や
大
動
脈
の
心
臓
外
科
手
術

　
　
　

大
和
成
和
病
院
　
倉
田
　
篤
　
院
長

看
護
師
が
自
宅
へ
訪
問

30
分
単
位
で
利
用
で
き
る
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

ま
し
た
。
希
望
に
添
う
こ
と
が

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
母
体
を
大
切
に
考
え

て
家
族
の
事
情
に
配
慮
し
た
上

で
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
母
乳
・
産
後
ケ
ア

　
「
乳
腺
炎
」
な
ど
の
症
状
に

助
産
師
が
相
談
に
の
り
、
対
応

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
産
後

の
マ
マ
さ
ん
向
け
相
談
会
（
有

料
）
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
注
）
同
院
で
出
産
（
原
則
１

年
以
内
）
し
た
方
に
限
定
。

◇
助
産
師
に
よ
る
外
来

　

出
産
前
も
後
も
、
女
性
な
ら

で
は
の
悩
み
は
つ
き
も
の
。「
い

つ
も
傍
に
い
て
く
れ
た
助
産
師

さ
ん
に
相
談
し
た
い
…
」
と

い
っ
た
要
望
に
応
え
、『
助
産

師
外
来
』
を
開
始
し
ま
す
。

　
『
助
産
師
外
来
』
は
毎
週
火
・

金
・
土
曜
日
14
時
～
17
時
の
予

定
。
母
乳
を
は
じ
め
と
し
た
内

容
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
外
来

が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

綾
瀬
厚
生
病
院
は
、
地
域
密

着
で
「
安
心
の
提
供
」
を
目
指

し
て
い
る
医
療
機
関
で
す
。
今

年
４
月
か
ら
は
分
娩
費
用
を
改

定
（
例
／
個
室
タ
イ
プ
Ⅰ 

旧

料
金
55
万
円
→
新
料
金
48
万
円

〔
友
の
会
会
員
〕）
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
さ
ら
な
る
向

上
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
綾
瀬
厚
生
病
院
（
神
奈
川
県

綾
瀬
市
深
谷
３
８
１
５
）
☎

０
４
６
７
―
７
７
―
５
１
１
１

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
看
護
師

が
利
用
者
の
自
宅
に
直
接
伺
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

・
血
圧
測
定
な
ど
体
調
管
理

要
望
に
応
え
、
面
会
時
間
拡
大
な
ど

パ
パ
に
も
優
し
い
産
科
病
棟　
　

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院 

・
内
服
薬
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

・
入
浴
の
手
伝
い　
　

な
ど
の
ほ
か
、

・自
宅
療
養
中
の
【
話
し
相
手
】

・病
気
に
関
す
る
【
悩
み
相
談
】

な
ど
に
も
対
応
。

　

一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
合

わ
せ
た
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
好

評
で
す
。

　

利
用
時
間
は
30
分
～
１
時

間
単
位
で
決
め
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
事
情
に
沿
っ
て
〝
小
回
り

の
効
く
〟
利
用
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
介
護
認
定

思
い
や
り
の
あ
る
同
院
の
助
産
師

「
里
帰
り
出
産
」
が
増
え
て
い
る
同
院

を
受
け
る
方
、
も
し
く
は
介
護

認
定
を
受
け
て
い
て
す
で
に
担

当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る

方
（
そ
の
場
合
は
ケ
ア
マ
ネ
を

通
し
て
）
で
も
、
同
院
へ
の
相

談
は
可
能
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
訪
問
看
護
ス
タ
ッ
フ
は
「
曜

日
・
時
間
帯
も
患
者
様
ご
本
人

や
ご
家
族
様
と
一
緒
に
相
談
し

て
決
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
個

別
の
サ
ー
ビ
ス
対
応
に
つ
い
て

も
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ご
相
談
だ
け
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
地
域
や
詳
し
い
内
容
等

は
、
左
記
へ
お
問
合
わ
せ
を
。

■
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町

田
ホ
ス
ピ
タ
ル 

訪
問
介
護
☎

０
４
２
―
７
９
８
―
１
１
２
１

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
療
養
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

動
脈
硬
化
を
悪
化
さ
せ
な
い

　

現
在
、
日
本
人
の
死
因
で
、

ガ
ン
に
次
い
で
多
い
の
が
心
臓

病
（
心
疾
患
）
で
す
。
近
年
、

と
く
に
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
）
で
亡
く
な
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
急
性
心
筋
梗
塞
は
、
突
然
死

を
招
き
や
す
く
、
高
齢
者
は
要

注
意
で
す
。

　

病
院
で
検
査
し
た
結
果
、
虚

血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
）
と
わ
か
っ
た
ら
、
重
症

化
や
、
突
然
死
な
ど
を
防
ぐ
た

め
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
食
い

止
め
ま
す
。
禁
煙
や
食
生
活
の

工
夫
、
日
ご
ろ
の
運
動
な
ど
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

禁
煙
し
、
塩
分
・
糖
分
・
脂

　
「
大
和
成
和
病
院
は
、
こ
れ

ま
で
『
命
を
脅
か
す
循
環
器
疾

患
の
治
療
を
、
民
間
病
院
の
力

で
よ
り
多
く
の
方
に
ご
提
供
し

た
い
』
と
い
う
思
い
で
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
来

ま
し
た
。

　

当
院
に
は
こ
の
21
年
間
、
神

奈
川
県
県
央
地
区
だ
け
で
な
く

全
国
各
地
か
ら
患
者
様
が
通
わ

れ
、
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　
冠
動
脈
の
疾
患

　
「
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
毎

年
３
５
０
例
以
上
も
の
心
臓
大

血
管
手
術
を
手
が
け
て
い
ま
す

（
２
０
１
７
年
１
月
現
在
）。

　

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
を
引
き

起
こ
す
冠
動
脈
疾
患
に
は
、
人

工
心
肺
装
置
を
使
わ
ず
に
、
患

者
の
手
術
負
担
を
低
減
す
る
心

拍
動
下
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術

を
、
開
設
当
時
よ
り
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
患
者
様
の
負
担
を

よ
り
一
層
少
な
く
す
る
試
み
と

し
て
、
小
切
開
開
胸
手
術
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
に
伴

い
急
増
し
て
い
る
85
歳
以
上
の

方
に
は
、
大
動
脈
弁
置
換
術
、

胸
部
大
動
脈
瘤
手
術
、
全
身
性

動
脈
硬
化
症
に
起
因
す
る
多
臓

器
合
併
症
例
の
複
合
手
術
を
積

極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
院
で
行
う
人
工

心
肺
を
使
用
し
な
い
心
拍
動
下

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
は
、
心

拍
動
下
に
完
全
血
行
再
建
を
行

な
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
」

　
大
動
脈
の
疾
患

　
「
動
脈
硬
化
な
ど
が
原
因
で

起
き
る
胸
部
大
動
脈
瘤
の
方

は
、
全
身
麻
酔
を
行
な
っ
た
上

で
、
25
℃
の
低
体
温
の
状
態
に

し
、
脳
分
離
灌
流
法
で
脳
を
保

護
し
た
上
で
、
身
体
の
血
液
循

環
を
停
止
さ
せ
、
痛
ん
だ
血
管

を
人
工
血
管
に
置
き
換
え
る
手

術
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
動
脈
の
壁
が
突
然

内
腔
に
剥
が
れ
落
ち
、
出
血
や

臓
器
の
血
行
障
害
を
生
じ
る
急

性
大
動
脈
解
離
や
胸
部
大
動
脈

瘤
破
裂
な
ど
の
緊
急
手
術
に

も
、
24
時
間
対
応
す
る
緊
急
体

制
を
整
え
て
お
り
ま
す
」

お
一
人
お
ひ
と
り
を
大
切
に

　
「
余
病
が
あ
っ
て
手
術
の
リ

ス
ク
が
高
い
方
に
は
、
低
侵
襲

手
術
で
あ
る
小
切
開
開
胸
下
心

拍
動
下
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
―
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｇ
）
と
、

カ
テ
ー
テ
ル
法
に
よ
る
冠
動
脈

治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
を
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
、
心
房
中
隔
欠
損
症
閉
鎖

術
、
弁
膜
症
手
術
に
対
す
る
小

切
開
開
胸
下
低
侵
襲
手
術
（
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
に
つ
い
て
も
常
に
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
と
っ
て

『
何
が
最
善
の
治
療
か
』
を
熟

慮
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
の
病
気
で
お
悩
み
の

方
は
、
当
院
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６
―
２
７
８
―
３
９
１
１

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp://www.

fureai-g.or.jp/seiwa/

倉田　篤　医師
( くらた　あつし )
大和成和病院 院長
【心臓血管外科】

　 

　

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
を
招
く
冠
動
脈
の
疾
患
や
、
大
動
脈
の
病
気
に

は
、
ど
の
よ
う
な
心
臓
外
科
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

１
９
９
６
年
に
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
、
治
療
に
取
り
組
ん
で
来

た
大
和
成
和
病
院
の
倉
田
篤
院
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

肪
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
な

が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
り
ま
す
。
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
・
高
脂
血
症
も
予
防
あ
る
い

は
治
療
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
日
、
適
度
に
歩
く

よ
う
に
し
、
こ
れ
ら
生
活
習
慣

の
改
善
で
、
日
常
生
活
か
ら
危

険
因
子
を
減
ら
し
ま
す
。
く
わ

え
て
、
発
作
の
引
き
金
と
な
る

因
子
を
除
く
た
め
に
、
気
分
転

換
を
図
り
、ス
ト
レ
ス
を
避
け
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
胸
が

頻
繁
に
痛
ん
だ
ら
、
す
ぐ
病
院

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
狭
心
症
の
治
療

　

狭
心
症
の
場
合
、
発
作
が
起

き
た
時
に
使
う
、
舌
下
錠
や
ス

プ
レ
ー
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
発

作
時
に
薬
を
摂
っ
て
も
治
ら
な

い
時
は
重
症
な
の
で
、
す
ぐ
主

治
医
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
は
投
薬
が
基
本
で
す
。

血
管
拡
張
薬
で
、
冠
動
脈
を
広

げ
て
血
流
を
よ
く
し
、
同
時
に

全
身
の
血
管
も
広
げ
、
心
臓
の

負
担
も
軽
く
し
ま
す
。

　

薬
を
飲
ん
で
い
て
も
、
頻
繁

に
発
作
が
起
き
る
よ
う
で
し
た

ら
、
冠
動
脈
を
カ
テ
ー
テ
ル
で

広
げ
る
な
ど
の
方
法
で
、
手
術

を
行
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺
蘇
生

　

突
然
、
強
烈
に
胸
が
痛
み
だ

し
た
ら
急
性
心
筋
梗
塞
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
救
急

車
を
呼
ん
で
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ

う
。

　

心
肺
停
止
に
な
っ
た
場
合
は
、

周
囲
の
人
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
や
、
心

肺
蘇
生
法
の
実
施
が
有
効
で
す
。

緊
急
入
院
し
、
閉
塞
し
た
冠
動

脈
を
再
び
開
通
さ
せ
る
集
中
治

療
が
必
要
で
す
。

　

急
性
期
治
療
が
終
わ
っ
た
ら

２
～
３
週
間
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
か
ら
退

院
、日
常
生
活
を
管
理
し
ま
す
。

死亡原因（「人口動態統計」厚生労働省資料）

看護師・看護補助・社会福祉士・薬剤師・PT/OT/ST・保育士

【職種】① 看護師　② 看護師 ( 透析担当 )　③ 補看護助　④ 社会福祉士　
　　　 ⑤ 薬剤師　⑥ PT/OT/ST　⑦ 保育士

【給与】　（月給例は、経験１０年）
　　　 ① 355,700 円　時給 1,500 円（夜勤 )1 回 24,000 円〜
　　　 ② 292,700 円　時給 1,500 円 ( 透析手当 )1 日 1,500 円
　　　 ③ 介護福祉士 時給 1,300 円　介護士 時給 1,200 円
　　　 ④ 249,500 円　⑤ 282,400 円　⑥ 309,700 円　⑦ 213,400 円

綾瀬厚生病院

綾瀬市の基幹病院！  車通勤可！

　　★ブランクある方も歓迎★非常勤は勤務日数、勤務時間応相談　★通勤費全額支給 ( 上限 50,000 円 )　
　　★車通勤可　★保育施設有り　★海老名駅・長後駅より無料送迎バスあり

正 非 海老名駅
長 後 駅

医療法人社団
柏 綾 会 ☎ 0467-77-5111

〒 252-1103 神奈川県綾瀬市深谷 3815　問い合わせ：（総務課）久米田

看護師・准看護師・看護助手・医療事務・PT/0T正

【職種】① 看護師　② 准看護師　③看護助手　④ 医療事務
　　　 ⑤ 作業療法士　⑥ 理学療法士

【給与】　（月給例は、経験１０年）
　①  355,700 円　時給  1,500 円　
　②  298,600 円（夜勤含）時給  1,200 円
　③  230,400 円（夜勤含）時給  1,100 円
   ④  198,500 円　
　⑤  302,400 円　⑥ 302,400 円

 さがみ野中央病院

 さがみ野駅

★職員寮【単身寮】完備　（職種限定）★保育所完備（職種限定）★マイカー通勤可　
★今春、回復期新病棟 41 床開棟につき、スタッフ大募集‼　★子育てママさん看護師が多数活躍中！
★ブランクのある方も歓迎　★マイカー通勤可　★交通費全額支給（上限 5 万円まで）　

さがみ野駅から徒歩5分、車通勤可で通勤に便利 !

非

医療法人社団 ☎ 046-233-5110
〒 243-0410 海老名市東柏ケ谷 6-20-20
                          問い合わせ：（総務課）阿部


